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の特徴がある。また、発表論文には三本の英語論文が含まれており、近年は国際学会でも幅広く活躍し
ている。 
 以上のとおり、これまでの研究教育歴、発表論文・著作、そして提出論文概要を検討した上で、申請
者が論文博士の学位申請に相応しい学力を有することを全員一致で確認した。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 中村美亜の論文博士申請論文『生き抜くための音楽実践－芸術・文化・ケアを斬り結ぶ社会学的考察』
は、「ミュージッキング」や「パフォーマティヴィティ（行為遂行性）」という、近年文化社会学や文化
研究、音楽学で用いられているが文化理論を基にしながら、音楽実践の参与観察を行い、「いま音楽に何
ができるのか」という大きな問題に取り組んだ野心的な論文である。全体は三部構成で、第一部がイン
トロダクション（第１章）と先行研究レビュー（第２章）、第二部が二つの事例［セクシュアル・マイノ
リティの音楽フェスティバル「Prelude」（第３章）とクラブイベント「Living Together Lounge」（第４
章）］の検証とその考察（第５章）、第三部が補論（第６章）と全体の結論（第７章）から成る。 
 本論文の成果は大きく次の三点に集約することができる。 
 (1) 「ミュージッキング」や「パフォーマティヴィティ」という概念に着目することで、従来の音楽
実践の概念を拡張するとともに、「音楽」に対する新しい認識方法を示したこと。特に「ものとして
の音楽」だけではなく「こととしての音楽」という動的で開かれた音楽実践を研究対象として取り
上げることで、「音楽」が持っている新しい社会的・政治的な可能性を提案している。 
 (2) その研究が、具体的な音楽実践のフィールドワークに支えられ、具体性と説得力をもった議論と
して展開されていること。ほとんど紹介されることのない文化実践の厚い記述は、同時代の音楽と
政治、アイデンティティの問題を考えるための、貴重なドキュメンテーションとして読むことがで
きる。 
 (3) 事例研究が単なる最新の理論の応用に留まらず、具体例の検証から「ミュージッキング」や「パ
フォーマティヴィティ」を実践的で動的な概念、実践者たちエンパワーメントのためのツールとし
て定義しなおすことで、その理論的枠組みを批判的に更新していること。 
 論文そのものが、「パフォーマティヴ」に記述されているために、ところどころ詩的な表現や厳密な定
義を欠く面も見られたが、口頭試問の際にこうした審査員の疑問に対する十分な回答が得られた。 
 本論文は、文化社会学、文化研究、ジェンダー／セクシュアリティ研究に新しい知見と方法論をもた
らすものとして高く評価できる。以上をもって、博士号に相応しい優れた論文と判断したい。 
